
アグリボこよみ
― 作物別使用方法 ― 白 菜
白菜は根が弱い。でも、広く深い根が必要。

根の弱い白菜は、定植時の根痛みは厳禁です。さらに、育苗期～定植後初期段階
で広く深く根を張らせる。定植後の活着と初期生育の充実に「アグリボEX」。
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育

苗

播 種

本葉展開
育苗期に

10日間隔
2～ 3回

500倍 潅水散布 まずは健苗育成。
徒長を抑えて根張り良く！

定植前
500倍

潅水施用
( 0.5L /トレイ)

農薬潅注時混用可能

根痛みを起こさず、
スムーズに活着させる。

1ヶ月以内

定 植

初期生育 1,000倍 葉面散布 初期生育を充実させ、
しっかりとした外葉を作る。

結球開始

葉や根が
傷んだ時 500～

1,000倍
葉面散布

（農薬混用可能）
台風通過後や、
大雨の後の回復を早める。

収 穫

生育初期にしっかり根を張らせる !
白菜は根が弱いので、定植時の根痛みを回避し
スムーズに活着させてください。さらに生育初期の
段階で広く深く根を張らせ、しっかりとした外葉を
作るように心がけて下さい。定植時・生育初期の
「アグリボ EX 」使用が効果的です。

芯腐れ症対策に、ヤワラ！
乾燥や高温などにより、根からのカルシウム吸収が
困難になり発生します。それからでは手遅れなので、
小さい時期から「ヤワラ」を使って予防しましょう。

( 1,000倍に希釈して、7～10日おきの定期散布)

天候不順が予想される場合、「アグリボEX」の代わりに
“光触媒 ”入り「アグリボ3」の3,000倍希釈液の散布
が有効です。
「アグリボEX」や「アグリボ3」を葉面散布する際、
“展着促進材” (界面活性剤・トレハロース)入り「ヤワラ」を
1,000倍希釈相当で加用すると、散布液の展着性向上に
効果的です。
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